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急
激
な
社
会
構
造
の
蛮
化
に
伴
う
家
庭
、

学
校
、
地
域
社
会
の
大
き
な
変
化
と
青
少
年

の
健
全
な
成
長
を
阻
害
す
る
有
害
環
境
の
増

加
は
、
少
年
非
行
の
凶
悪
、
粗
暴
化
の
度
合

い
を
一
段
と
強
め
て
い
る
。
中
で
も
、
核
家

族
化
や
少
子
化
に
伴
う
家
庭
で
の
過
保
護
、

過
干
渉
、
放
任
家
庭
の
増
加
及
び
都
市
化
に

伴
う
地
域
の
連
帯
感
の
衰
退
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
力
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
た
青
少
年

自
身
も
い
じ
め
や
不
登
校
等
に
見
ら
れ
る
忍

耐
力
の
欠
如
、
規
範
意
識
の
希
薄
化
、
思
い

や
り
の
心
の
不
足
、
集
団
生
活
へ
の
不
適
応

な
ど
、
生
き
る
力
、
心
の
豊
か
さ
に
欠
け
る

面
が
生
じ
て
い
る
。
こ
ん
な
中
、
去
る
五
月

十
日
、
河
辺
中
学
校
で
、
武
田
鉄
矢
さ
ん
が

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
演
じ
た
金
八
先
生
に
ふ
ん

し
て
授
業
を
行
い
、
「
龍
馬
の
よ
う
に
夢
の
実

現
に
向
け
、
好
奇
心
や
想
像
力
を
大
事
に
!
」

と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
私
た
ち
は
、
日
頃
の

忙
し
さ
に
本
当
の
大
切
な
も
の
を
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
一
度
"
ゆ

と
り
“
を
持
っ
て
自
分
た
ち
の
夢
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
も
の
だ
。
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議長副
E義

長

上 本
JI[ 山

日業 清
手り 明

氏 氏

rミ

臨
時
議
会
が
招
集
さ
れ
、
申
し

合
わ
せ
任
期
満
了
に
伴
い
正
副
議

長
が
改
選
さ
れ
、
議
長
に
本
山
清

明
氏
、
副
議
長
に
上
川
勝
利
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議
会
選

出
の
監
査
委
員
に
は
、
宮
岡
末
光

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
委
員
長
、

O
副
委
員
長(敬
称
略
)

。
上山田総
川本中務

民
勝雅五教
利久月委

員
O 会
長清
岡水

古美
男孝

i
 

-切
?
J官E

〆-

産
業
建
設
委
員
会

。

宮

岡

末

光

O
梅
木
加
津
子

古

野

青

弘

本

山

清

明

。
本宮梅ダ
山岡木ム
加対

清末津策
明光子特

別
O 委
上古員
川野会

勝青
利弘

わ

議
長
就
任
ごの
あ

さ
vフ

カ3

議
長

清
明

本
山
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こ
の
度
の
改
選
に
伴
い
、
議
長

の
職
を
汚
す
事
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
昭
和
六
十
四
年
に
議
長
の

職
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
再
度
に
な
り
ま
す
に
も
拘

ら
ず
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
殊
の

外
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
て
お
り

ま
す
。そ
し
て
、
返
り
咲
は
後
輩
の
議

長
職
順
番
を
遅
ら
せ
る
根
源
に
つ

な
が
り
大
変
心
苦
し
く
も
恐
縮
に

存
じ
そ
れ
だ
け
に
責
任
の
重
大
さ

を
改
め
て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
年
毎
に
減
少
す
る
村
の
人

口
、
少
子
化
、
高
齢
化
等
共
通
の

課
題
、
山
鳥
坂
ダ
ム
、
町
村
合
併

の
件
、
避
け
て
通
れ
ぬ
問
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
よ
り

新
規
事
業
と
し
て
、
水
源
森
林
総

合
整
備
事
業
(
四
年
間
で
五
億
五

千
万
程
度
)
及
、
び
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
が
平
成
十
九
年
度
ま

で
計
画
さ
れ
ま
す
が
、
内
容
等
こ

れ
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。

実
施
に
つ
い
て
は
急
が
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
議
会
は
村
民
の
代
表

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
い
ず
れ
も

河
辺
村
の
重
要
な
事
業
で
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
と
共
に
知
恵
と
力
を

出
し
合
っ
て
、
よ
り
良
い
村
、
つ
く

り
に
全
力
を
傾
注
し
て
充
実
を
図

っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。
元
々
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
村

発
展
の
た
め
努
力
を
重
ね
て
懸
命

に
尽
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

※
役
場
職
員

※
警
察
官

※
河
辺
郵
便
局

男

課

崎

琢

務

中国
総

川

名

属

身

氏

所

出

子

課

谷

美久

民
井酒
住

稲

名

属

身

氏

所

出

武田恵子

出納室
寺薮中

名

属

身

氏

所

出

古野医敏

産業建設課

国木

名

属

身

氏

所

出

巡査部長

藤原 林

(新居浜警察署

より)

郵政事務官

田中保医
(新採)

※
中
学
校

※
小
学
校

教諭

秋山哲史
(五十崎中より)

専門員

西原 誠

(中野小より)

教諭

西山明美
(大谷小より)

教諭

沖野みどり

(長田小より)

助教諭

三好志佳

(大瀬小より)

※
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

※
林
業
課

氏名

菊池

担当

第2地域係

明

氏名

成松

担当

生活改善係

悦子

氏名

松本

担当

指導第二係

修一
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河辺村行政組織一覧表
ラ容と一-
7b 稲田長

長一一一藤田 豊寿
長一一一谷本寿幸
事一一一上川靖睦
住一一一井脇敏恵
事 田中琢男
事一一大森直人
手一一一富永忠寿
手一一一角藤喜久雄
手一一一久保龍哉

芙昌

務課 課 長一一一高木
l 課長補佐一一一藤田

課長補佐一一一省本

河野役

車普

助

一
一
一
一

係一一一一一一一係
一一一一主
一一一一一主
係一一一一一一係

k
n
J
ノ
主
自

マ
r

a

f

J

伝
来

民課 課長一一一長岡勇 税
i 課長補佐一一一高橋サヱ子一一一一

長一一一河本 治
査一一一福宮ひかる
長一一一福見都志子
事一一一国井 悟
査 久保雅樹
長一一一本門哲也
尾崎美香

戸

生係一一一一一一係
一一一一一一主

介護保険係一一一一一一係
年金係一一一一一主
衛生係一一一一主
国保係一一一一一係
保健婦

祉課 課長一一一河本治 民
l 課長補佐一一一福見都志子一一一一

こム
Jロ老人福祉センタ一所長(兼)一一汚本

介護支援センター
美
恵
薫
一

長一一一土居美栄子
査 山本和明
任一一一石浦 陽
査一一一寺野裕明
査一一一員田 耕志
事一一一児玉健二
手一一一藤岡貴浩
手 古里子匡敏

祥介

任一一一奥平美香江
富永栄子
高木千津里子
高橋和恵

山
友
本
有

一
一
一
一
一
二
一

頭五任主

員一一一一一一主
婦

保健婦
介護支援専門員

i主

務
護
ク
。

療所 所 長一一一大塚奈穂子 事
1 事務長(兼)ー河本 治一一一看

産業建設課 課 長一一一長岡
! 課長補佐一一一富永

農林業事業体(出向)

壬ι
ログ

明松本収入役

子恵田武事員一一一←一一主車内室一一一一出納室長一一一谷本納

義雪久保委員長

長一一一梅木キヨカ
手 渡部磯若
手 北地富美雄

デビ、ッド・ピーヲーソン

係
技
技

一
一
一
手

一
一
一
劫

系

導

育

指
数
。
。
語

校

国

学

外

雄官田

拙宗

学校教育課←一一一課長(兼) 上野

香豊

長 樽井優
査一一一河野真由美

大和田和敏

量出

本竜

手 船田員一一一一一一枝

富雄 社会平時十一-2
派遣社会教育主事

E里田
阿雄官閏給食センタ一一一一所長(兼)一一上野

社会教育課一一一一課 長一一上野
公民館 館長(兼)

論 小川幸重
諭一一菊地久美子

教
教

汚辺幼稚園

敏恵義和一一一一一一書記(兼)一井脇清明 事務局長一一一一新田本山-議会議長

重則一一一一一一書記(兼)一土居美栄子吉彦 事務局長(兼)一一富永梶}II-農委会長

豊寿昭一一一一一一書記(兼)一藤田増本喜久男一書記長(業) 寓木掴選管委員長

敏恵義和 書記(兼)井脇

雅敬

弘一補助職員(兼)一一新田

務事

-代表監査委員 田中

聞かわかみ荘
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海

援

献
龍

馬

脱

藩

の

選

を

行

く

平成13年5月25日

河
辺
中
学
校
で
海
援
隊
コ
ン
サ

ー
ト
(
ト

l
ク
&
ラ
イ
ブ
)
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
の
開
演
で
し
た
が
開
場
二

時
間
ぐ
ら
い
前
か
ら
入
場
口
で
待

っ
て
い
る
熱
心
な
フ
ァ
ン
も
お
ら

れ
、
村
内
外
か
ら
の
三
百
七
十
人

の
お
客
さ
ん
で
、
中
学
校
の
体
育

館
も
ほ
ぼ
満
員
で
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
海
援
隊
の

大
ヒ
ッ
ト
曲
「
贈
る
言
葉
」
や
誰

も
が
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
懐
か
し

い
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
り
、
子
拍
子

を
と
っ
た
り
す
る
人
達
が
大
勢
い

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
も
う
一
つ
の
楽
し
み
で
あ
る
武

田
鉄
矢
さ
ん
の
ト
l
ク
で
は
海
援

隊
が
コ
ン
サ
ー
ト
で
全
国
各
地
を

回
っ
た
時
の
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
や
武
田
鉄
矢
さ
ん
の
友
人
の

話
、
ま
た
有
名
な
武
田
さ
ん
の
お

母
さ
ん
の
話
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
話
し
て
い
た
だ
き
、
笑
い
の
中

に
も
感
動
が
あ
る
話
を
皆
じ
っ
と

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ン
コ

ー
ル
で
は
、
坂
本
龍
馬
フ
ァ
ン
で

あ
る
武
田
鉄
矢
さ
ん
な
ら
で
は

の
、
司
馬
遼
太
郎
の
"
竜
馬
が
ゆ

く
“
の
一
節
の
朗
読
が
あ
り
他
の

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
は
味
わ
え
な

い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

約
二
時
間
半
の
コ
ン
サ
ー
ト
も

あ
っ
と
い
う
聞
に
過
ぎ
、
会
場
に

来
ら
れ
た
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
、

ま
た
河
辺
村
に
と
っ
て
一
生
の
思

Fミわカヨ第 143号
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い
出
に
残
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
皆
満

足
し
た
表
情
で
会
場
を
後
に
し
ま

し
た
。

な
お
、
午
前
中
、
海
援
隊
の
メ
ン

バ
ー
は
、
龍
馬
脱
藩
の
道
を
約
一

時
間
か
け
て
歩
か
れ
、
河
辺
の
新

緑
、
自
然
を
体
い
っ
ぱ
い
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

大盛況のトーク&ライブ国木にて御幸の橋で

四回ー-----------ー・幽ー--園ーーーー可同自国---------四ー四四聞恒例岨酬剛噌剛・..----四回開輔副ーーー---問問欄綱幽岨ーー園町

l è~~%1/i，:;:とi准抑留右方|

絶
好
の
天
候
に
恵
ま

れ
、
河
辺
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
"
「
移

動
動
物
園
」
が
や
っ
て

き
た
1

“
を
開
催
し
ま

し
た
。幼
稚
園
児
、
小
学
校

児
童
そ
し
て
な
か
よ
し

会
幼
児
と
た
く
さ
ん
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

初
め
に
、
と
べ
動
物

園
職
員
に
よ
る
説
明
を

受
け
、
ウ
サ
ギ
の
抱
き

方
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
実
習
。
テ
ン
ト
を

利
用
し
た
特
設
会
場
内

で
、
ウ
サ
ギ
、
モ
ル
モ
ッ
ト
、
ア

ヒ
ル
と
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

氏
名
、
保
護
者
、
将
来
の
夢
の
順

たつや

浦野龍也
浦野友安

ダンプの運転手

書野公生
書野公英

パスの運転手

と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
先
の
学

習
で
学
ん
だ
と
お
り
、
動
物
た
ち

と
楽
し
く
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
に
、

O
×
動
物
ク
イ
ズ
。
易
し
い
問
題

か
ら
難
し
い
問
題
ま
で
十
聞
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
。

楽しい動物クイス

c，、

まさひろ

岡本征広
岡本正年

ショベル力 の運転手

あやね

佐々木綾音
佐々木健仁
かめいせんせい

奥平ちひろ
奥平秀樹

たこやきやさん

あったかい!

今
回
の
動
物
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
は
す
ば
ら
し
い
体
験
の
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
サ
ル
、
ヤ
ギ
、
ポ

一
一
!
、
オ
ウ
ム
、
プ
レ

l
リ
l
ド

ッ
グ
ほ
か
、
動
物
た
ち
ま
た
来
て

下
さ
い
ね
。

しおり

高木 某
高木富重
オンプ、ソチー

角藤樹里
角藤隆志

ケキやさん
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思

い

出

の

修

学

旅

行

<< わ

四
月
十
四
日
、
河
辺
中
学
校
三

年
生
十
九
名
は
、
待
ち
に
待
っ
た

修
学
旅
行
に
出
発
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
飛
行
機
で
大
阪
へ
向

か
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
飛
行
機

に
乗
る
生
徒
も
い
て
、
不
安
そ
う

で
し
た
。
そ
の
上
、
気
流
の
影
響

か
、
飛
行
機
が
揺
れ
少
し
恐
ろ
し

い
け
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
日

は
、
海
遊
館
見
学
と
、
大
阪
ド
ー

ム
で
の
野
球
観
戦
で
し
た
。

一
一
日
目
は
、
京
都
自
主
研
修
。

今
年
は
、
五
班
に
分
か
れ
て
の
タ

ク
シ
ー
研
修
を
行
い
ま
し
た
c

自

分
た
ち
の
行
き
た
い
場
所
を
、
事

前
に
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
に

一
言
っ
て
お
き
、
観
光
案
内
を
し
て

も
ら
い
な
が
ら
一
日
自
由
に
班
別

カヨ平成13年5月25日(5) 

行
動
を
し
ま
し
た
。
夜
は
、
舞
肢

さ
ん
の
優
美
な
踊
り
に
、
女
子
は

う
っ
と
り
c

男
子
は
、
少
し
恥
ず

か
し
そ
う
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

三
日
目
は
、
奈
良
方
面
で
寺
社

巡
り
。
四
日
目
、
エ
キ
ス
ポ
ラ
ン

ド
で
思
い
つ
き
り
大
声
を
出
し
、

な
ん
ば
花
月
で
笑
い
声
を
あ
げ
、

と
て
も
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。夜
は
四
日
間
と
も
、
う
れ
し
さ

の
あ
ま
り
、
な
か
な
か
眠
れ
ず
、

少
々
寝
不
足
気
味
の
よ
う
で
し
た

が
、
級
友
と
心
ゆ
く
ま
で
語
り
あ

う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
学
校
生
活

で
の
思
い
け
出
の
一
ペ
ー
ジ
と
し
て

生
徒
の
心
に
残
る
こ
と
で
し
ょ

w

フ

菅
直
甲
骨
司
直
困

ム
バ
教
育
委
員
会

委

員

長

久

保

義

雪

職

務

代

理

梅

木

幸

男

委

員

本

田

八

千

代

委

員

森

川

好

-

一

大
公
民
館
運
営
審
議
会

委

員

長

二

宮

守

大

分

館

植

松

分

館

長

大

野

盛

喜

抜

本

分

館

長

松

下

義

之

北

平

分

館

長

他

見

和

也

大
体
育
指
導
委
員

本

門

哲

也

・

塚

野

靖

寺

野

裕

明

・

高

木

富

重

す
館
報
編
集
委
員

玉

井

縁

・

久

保

千

江

子

中

尾

秀

信

・

高

木

昭

大
文
化
財
保
護
審
議
会

会

長

向

井

猛

交

青

年

団

団

長

山

崎

健

一

副

団

長

官

岡

和

之

副

団

長

大

森

直

人

女

婦

人

会

会

長

中

津

凱

子

副

会

長

露

内

テ

ル

コ

大
P
T
A
連
合
会

会

長

需

野

副

会

長

山

田

副

会

長

清

水

副

会

長

阿

部

会
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会

長

有

友

副

会

長

松

本

大
行
政
相
談
委
員

シカも緒

古
野

ゃね(まし画定

公
英
俊
一
時
子
良
三

久幸
雄寿

光
f 

ふ
る
さ
と
に
望
む

松
山
市
別
府
町

上

杉

忠

義

(
名
場
連
山
身
)

西
前
方
に
連
な
る
山
々
と
壮
大
な
風
景
を
眺
め
な
が
ら
北
平

中
学
校
を
卒
業
し
て
五
十
年
の
月

H
が
過
ぎ
て
お
り
ま
す
。
思

い
返
せ
ば
子
ど
色
の
頃
は
電
灯
が
な
く
、
夜
に
な
る
と
灯
り
欲

し
さ
に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
つ
か
ま
え
た
も
の
で
す
。
飛
ん
で
る

も
の
だ
け
で
は
足
り
ず
、
本
辺
や
草
む
ら
で
ひ
そ
む
卵
や
幼
虫

を
採
っ
て
育
て
ま
し
た
。
二
本
の
ピ
ン
に
入
れ
、
明
る
さ
を
競

争
さ
せ
て
間
に
鏡
を
お
く
と
、
反
射
に
よ
っ
て
光
が
強
ま
り
、

絵
本
な
ど
が
美
し
く
見
え
ま
し
た
。
家
の
横
に
は
小
川
が
あ
り
、

深
み
に
「
い
か
き
」
を
ひ
た
し
て
お
く
と
、
川
エ
ビ
が
沢
山
入

っ
て
い
て
、
そ
っ
と
引
き
あ
げ
る
と
「
ピ
シ
ャ
ツ
」
と
水
を
は

ね
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
思
い
出
も
、
ま
る
で
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
で
懐
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

最
近
で
は
め
ず
ら
し
く
な
っ
た
雇
根
付
き
橋
を
見
物
に
や
っ

て
来
る
県
内
外
の
観
光
客
が
増
え
た
そ
う
で
す
ね
っ
先
人
の

方
々
が
残
し
た
貴
重
な
遺
産
と
し
て
、
大
切
に
保
存
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
河
退
村
に
は
墓
参
り
と
同
級
会
に
帰
る
の

み
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
折
の
市
泊
に
は
「
ふ
る
さ
と
の
宿
」

を
利
用
さ
ぜ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏
か
ら
秋
に
は
、

四
国
カ
ル
ス
ト
五
段
高
原
を
経
由
し
て
帰
っ

τい
ま
す
が
、
い

つ
も
思
う
の
は
、
是
非
道
路
を
広
く
整
備
し
て
欲
し
い
と
い
う

事
で
す
。
北
平
か
ら
の
野
村
線
と
小
田
棋
の
と
の
コ

i
ス
を
つ

な
げ
ば
、
村
の
新
名
所
の
屋
根
付
き
橋
へ
も
行
き
易
く
な
り
、

観
光
客
に
も
喜
ば
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
河
辺
村
の
出
身
者
と
し
て
、
今
後
の

村
の
発
展
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
十
三
年

ミ̂

恒
例
の
河
辺
村
消
防
出
初
式

が
、
河
辺
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
屋

内
で
の
開
催
と
な
り
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
披
露
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
松
本
団
長
指

揮
の
も
と
総
勢
九
十
一
名
が
参
加

し
、
規
律
の
あ
る
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
永
年
消
防
活
動

に
従
事
し
消
防
活
動
に
功
労
の
あ

っ
た
団
員
、
日
頃
予
防
消
防
に
努

力
し
、
平
成
十
二
年
中
無
火
災
だ

っ
た
分
団
。
ま
た
、
後
援
会
と
し

て
永
年
消
防
団
活
動
に
ご
尽
力
頂

い
た
方
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
な

ど
、
十
七
名
、
四
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。
(
抜
粋
)

わカヨ第 143号

。
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

[
精
績
章
]

本
部
副
団
長

[
勤
続
章
]

第
一
分
団
班
長

第
三
分
団
団
員

福
修雄

武
田

帝国
日ヨ
ブゴ

松谷
井本

。
愛
媛
県
知
事
表
彰

[
功
労
章
]

第
四
分
団
分
団
長

本
田

。
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

[
功
績
章
]

第
一
分
団
分
団
長

[
勤
続
章
]

第
一
分
団
団
員

[
規
律
章
]

第
二
分
団
部
長

上
林

往
見

康
範

新

義
信

。
無
火
災
消
防
分
団
表
彰

(
期
間
平
成
十
二
年
中
)

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

あ
な
た
は
愛
す
る

生
命
を
救
え
ま
す
か

修

学
ぼ
う
応
急
手
当

ヌ3
'D、

突
然
、
あ
な
た
の
家
や
職
場
で

け
が
人
や
病
人
が
発
生
し
た
ら
・

呼
吸
が
止
ま
っ
た
!
脈
が
触
れ

な
い
!
出
血
が
止
ま
ら
な
い
!

こ
ん
な
と
き
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
人
の
応
急
子
当
が
生
命
を
救

う
た
め
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

川
上
支
署
で
は
次
の
日
程
で
講

習
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

是
非
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

な
お
、
こ
の
日
程
以
外
で
も
受

講
を
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

|川上支署

講
催開 11 9 7 

合習P内台噌
月 月 月

場1 22 28 27 
所 日 日 日

(木) 憧) 幽

血大臓人 川大
法出マ工

支署上 紡哲洲消 午後 l時30分から血ツ呼
時サ吸 午後4時30分
の l

( 3時間)
止ジ心

ピシッとj夫まりました

sb腕蘇生法の手顕

W 
辺孝

あ拡たの
要する生命Ict
救えます。

財
政
融
資
資

金

こ
の
度
は
、
村
道
、
農
道
、

林
道
の
改
良
等
、
「
や
ま
び

こ
」
の
林
業
機
械
購
入
、
中

学
校
夜
間
照
明
施
設
補
修
工

事
に
融
資
を
受
け
ま
し
た
。
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診療曙だよD1臥こんにちl香保健婦問。j
轟 ~ほほえみは回復薬!....... 葺

明

木々の緑が日毎に力強さを増し、夏さながらの

日々が続いていますが、いかがお過ごしですか。

本日ほ「検診」について考えたいと思います。

通常の検診は「生活習慣病検診jと「癌検診jと

に大別されます。前者では高血圧、糖尿病、高脂

血症、痛風などの発見を目的とした血液検査、尿

検査、心電図などが行われ、後者では肺癌、胃癌、

大腸癌、肝癌、梓癌などの発見を目的とした胸部

レントゲン、胃透視、便潜血、服部エコー検査な

どが行われます。

検診の目的はいずれも、無症状のうちに発症し

ている疾患を早期に把握し、治療に結び付けるこ

とにあります。頻度は年一回で充分ですが、何か

症状の出現した場合には医療機関を受診される必

要があります。

また、せっかく検診を受けても結果を生活に反

映できないようでは無意味です。検診後の結果説

明会には必ず参加し、生活の改善点や今後必要と

考えられる検査についての説明を受けましょう。

毎年同じ検査機関を利用すると、以前のデータも

残っているため比較検討でき、より有意義な検診

となります。

私が河辺村診療所に赴任して、ちょうど‘年に

なりましたいこのー年の反省を次の一年に生かせ

るよう努力いたします。皆様にもさらなる御指導

をいただけますよう、お願い申し卜げますc

健康の源は、食事からとよく言われるように、良い食習慣を身に

つけている人は、生活習慣病になりにくいと言われています。河辺

村でも、平成6年度から地区ごとに栄養教室を開催し、健康のプ口
作りをめざして2年ごとに修了生を送り出してきたわけですが、今
年がその最終年度となりました。全地医終了後は健康作りのプロた

ちで河辺村保健栄養推進協議会というボランティアグループを結成

し、地域の方々に口伝えに健康な体作りについて、広めてもらいた

いと考えています。そのため、今年の栄養教室は、内容も充実させ、

植松地区以外の方でも学習希望の方には参加していただき、仲間作

りの 年聞にしたいと考えていますので、是非、栄養教室に御参加

Tさい。なお、日程は次のとおりです。なお詳しいことは保健婦ま
でお問い合わせ下さい。

健康達人への遵めざそーよ!

1 1 5/18 調理実習 講義「健康寿命をのばす 生活宵慣となはい?たl めに)I 
(金1 「バランス食J (骨粗暴露症になら

2 6/6 
調Jfl"J~白j

講義|食中毒の予防J(貧血を防ぐには)
い;j() 「ノtランス会|

3 7/6 調出)ミ予手 講義「ノj、児生活習慣病予|リJ検診の結果からJ
金 I子ども向けのバランス食」 (許可辺村の子どもたちの1伏況)

4 1 7/31 調理実習 講義「栄養ってどんなもの?J 
妙v 「ノ可ランス食J ~栄養の基礎知識~(生活習慣Mってどんな病気)

5 9/7 調理実習 講義「食事のバランスの基本はどんなこと?J 
注i 「バランス食」 ~ちつの基礎食品~(生活習慣病予防のために 1 i 

6 11~/l1 調理実習 1講義「食事のバランスを工夫してみよう」
休; 「バランス食」 ~食事力 ドを使って-(生活習慣病子山のために2) 

711/14 調理実習 i賭「運動しましょう。毎日むりなく続ける削体1 「バランス食」

8 11~!. 7 調理実習 l講義「推進員の匂lーいて」[判 「バランス食」

児
童
手
当
所
得
制
限

限
度
額
緩
和
に
つ
い
て

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
こ
の
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
に
お
け

る
生
活
の
安
定
と
次
代
の
社
会
を

担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資

質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

支
給
対
象
年
齢
は
、
生
ま
れ
た

と
き
か
ら
小
学
校
就
学
ま
で
の
、

ぽ
置
い
パ
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
支

給
金
額
は
第
一
子
及
び
第
二
子
が

月
額
五
千
円
。
第
三
一
子
以
降
が
月

額
ム
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
ν

ま
た
、
本
年
六
月
一
日
よ
り
所

得
制
限
限
度
績
が
緩
和
さ
れ
ま

す
。
所
得
限
度
額
は
、
別
表
の
と

お
り
で
す
、

児
童
手
当
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
方
、
ま
た
、
申
請
を
さ
れ

る
庄
は
、
福
祉
課
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
内

児童手当所得限度表

扶萎親族等の数
児童手当所万/肩得p額j口い特1例氏給6付0属得額

0人 :3 0 1 万円

1人 :3 3 9 万円

2人 377力円 :J :1 ii万円

3人 4 1 5万円 574万円

4人 L13万円 6 1 2万円

5人 L~~_1 万円 650万円

⑧ マ寺171J給付jとは、厚生年金など}JII人者の場
合に、特例により適用されるものです。

年
金
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

昭
和
ト
え
年
間
月
二
日
以
後
に

生
ま
れ
た
人
の
年
金
の
仕
組
み
が

変
わ
り
ま
す
。

六
卜
歳
か
ら
六
卜
五
詰
ま
で
の

老
齢
厚
生
年
金
が
変
わ
り
ま
す
)

こ
れ
ま
で
は
、
「
定
額
部
分
」
と

「
報
酬
比
例
部
分
」
に
「
加
給
年

金
額
」
を
加
え
た
額
が
、
六
十
歳

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
平
成
十
一
二
年
四
月
か

ら
、
昭
和
十
六
年
四
月
二
日
j
昭

和
二
卜
四
年
四
月
一
日
(
女
子
ほ
昭

和
二
十
一
年
四
月
二
日

i
昭
和
二

十
九
年
四
月
一
日
)
に
生
ま
れ
た

人
に
つ
い
て
は
、
「
定
額
部
分
」

お
よ
び
「
加
給
年
金
額
」
の
支
給

開
始
年
齢
が
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

老
齢
年
金
の
繰
上
げ
支
給
の
減

額
率
も
変
わ
り
ま
し
た
。
平
成
十

一
一
一
年
四
月
か
ら
は
、
昭
和
十
六
年

四
月
一
一
円
以
後
生
ま
れ
の
人
は
、

月
々
一
定
の
減
額
率
と
な
り
、
六

十
歳
請
求
時
で
旧
減
額
率
で
四
十

二
%
の
と
こ
ろ
が
新
減
額
率
で
は

三
十
%
と
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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6 月 7 月

1 道路愛護一日奉仕作業

2 健康相談

3 基本健診(川崎 ・百合谷)

健康相談 4 基本健診(川上 ・二久保)

1 T講習会 5 
6 
7 

1 T講習会 8 施設清掃

9 
10 心配ごと相談

心配ごと相談 11 
1 T講習会 12 

13 骨粗票差症検診

14 
1 T講習会 15 

16 健康相談
国際交流集会 17 

健康相談 18 
わくわく ∞ セミナー 19 

20 
21 
22 

23 
分館対抗バレーボール大会 24 

心配ごと相談 ・行政相談 25 心配ごと相談 ・行政相談

基本健診(竹の瀬 ・神納) 26 
基本健診(用の山・名場連) 27 

28 

軽スポーツ教室 29 
30 
31 

議会定例会 未定

インフォメーション
デ
ビ
ッ
ド
が
ゆ
く

火
権
教
蒜
絞
殺
…~市中栄
一……
一間

イ
ー
ス
タ
ー
は
日
本
語
で
、
復

活
祭
。
キ
リ
ス
ト
が
死
か
ら
よ
み

が
え
っ
た
日
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教

の
習
慣
を
ま
ね
、
子
ど
も
達
と
一

緒
に
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
(
卵
)

を
作
り
ま
し
た
。

「
水
戸
黄
門
に
関
す
る
一
考
察
」

きれいにできました

一
九
五
一二

(
昭
和
二
十
八
)

年
二
月

一
日
に
、

N
H
K
が
国

内
初
の
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
し

て
以
来
、
こ
れ
ま
で

『正
義
は

勝
つ
」
を
テ

l
マ
と
し
た
多
く

の
作
品
が
放
映
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
水
戸
黄
門
は

「
マ
ン
ネ
リ
を
通
り
越
し
た
時
代

劇
」
と
呼
ば
れ
、

一
九
六
九

(
昭
和
四
十
四
)
年
八
月
に
初
め

て
テ
レ
ビ
に
登
場
し
て
か
ら
三

十
年
以
上
経
っ
た
現
在
も
続
編

が
製
作
さ
れ
る
長
寿
番
組
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
も
な
お
、
幅

広
い
視
聴
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

高
い
視
聴
率
を
記
録
し
て
い
ま

す
。
毎
回
悪
人
が
善
良
な
人
々

を
苦
し
め
る
こ
と
か
ら
物
語
が

始
ま
り
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
絶
妙

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
懐
か
ら

『印

ろ
う
」
が
出
さ
れ
、
「
頭
が
高

い
!
控
え
お
ろ
う
!
」
の

一
言

で
、
一
同
が
ひ
れ
伏
し

一
件
落

着
・:
。
血
生
臭
い
場
面
が
少
な

い
上
に
、
内
容
も
分
か
り
ゃ
す

く
、
日
本
各
地
の
伝
統
工
芸
品

や
名
物
を
取
り
上
げ
る
な
ど
、

親
し
み
ゃ
す
い
番
組
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
少
し

『
ひ

ね
く
れ
た
」
考
え
方
を
す
る
と
、

iiv?;)爪ま干
J

れ
ん
め
ん

ムヤ

見
は
る
か
す
西
の

や

ま

な

み

連

綿

と

判

果

て

は

霞

の

中

に

と

け

入

る

増

本

喜

久

男

削

山
里
の

う

ね

る

緑

は

健

康

の

削

源

と

誇

リ

て

四

季

を

楽

し

む

国

井

ミ

ネ

ヲ

附

雨

に

ぬ

れ

寒

さ

に

耐

え

て

踏

ま

れ

で

も

附

春

待

ち

て

咲

く

庭

の

タ

ン

ポ

本

田

ミ

ネ

ヨ

仲

吹

く

風

に

金

木

犀

の

香

り

の

せ

仲

届

け

て

欲

し

い

孫

の

い

る

街

大

野

勇

仲

古
一
明
フ
ミ
工

程

m

一酉

Tヤ
や

十

・

十

T
T
Z
4令
令
ゐ
・
や
す

一
白

日

・

3
・
刊

(
至
竹
山
・

5
・
叩

権
威
の
象
徴
で
あ
る
葵
の
紋
の

入
っ
た
印
ろ
う
に
悪
人
も
善
人

も
関
係
な
く
、
そ
の
場
に
ひ
れ

伏
す
姿
は
ち
ょ
っ
と
怖
い
気
も

し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
テ

レ
ビ
の
世
界
、
だ
け
の
物
語
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
人
と

接
す
る
時
、
そ
の
人
の
社
会
的

地
位
や
肩
書
、
権
威
だ
け
に
気

を
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
相
手
が

誰
で
あ
っ
て
も
、
同
じ
よ
う
な

心
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た

人
間
の

『弱
さ
」
に
つ
い
て

一

度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

(河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

W

洞
白
山

す
末
な
が
く
お
幸
せ
に

「
和
気

洋
(
下
大
成
)

r

入
江
麻
由
(
高
知
県
)

大
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

今
井
清
信
(
日
の
平
)

山
本
初
子
(
用
の
山
)

山
本
マ
チ
ヱ
(
横
通
)

智
葉
敏
子
(
植
松
)

大
森

豊

(
百
合
谷
)

久

保

鶴

義

(赤
ヶ滝
下
)

森
川

綾
子
(
下
大
成
)

目

ω
ム成

m山ム
戚

竹
ム成
九
歳
白
ι
属

部
品
蔵
乃
ι蔵

H 12.5.1現 1，375(ム 13)

H 11. 5.1現 1，402(ム 40)

H10. 5.1現 1，404(ム 42)

H 9.5.1現 1，418(ム 56)

H 8.5.1現 1，458(ム 96)

人のうごき
(平成13年5月1日現在)

世帯数 530戸
男 子 667人
女子 695人
計 1，362人


